
 



 
① の裏 

あたりすずといくつぶんたは、かけ算町の人たちを助けるために、パトロールをしてました。なんかいろいろ園の上に黒い雲が立ち込めているみ

たい、いってみましょう。二人はいろいろ園にやってきました。  
何日か前いろいろ園では､園長が，怪我をして休み，代わりに弟のやるきなしお園長がやってきました。やるきなしお園長は，やるきなし。そう

じもやらない，動物たちの世話もしない。おさるさんのおうちでは，えさのバナナを 1 匹目には 4 本，二匹目には自分の食べた残り，三匹目には

1 本四匹目にはまたまた食べた残り，5 匹目には 3 本配りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



② の裏 
次の日，やるきなしお園長は，掃除もしないで，動物たちや乗り物のせいびをせず，のんびりとすごしていました。 
「お腹が空いた，うきっ」「うるさいな。わかったわかった。ほら，どうぞ。」またまた，おさる 1 ぴきにつき，ばらばらのバナナの数に，

はらがたちました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



③ の裏 
5 匹目のさるが，文句を言うので，5 匹目にたくさんあげました。すると，ほかのさるたちが，おこりました。他の動物たちも怒りが立ち

こめ，いろいろ園全体を包み込みました。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



④ のうら 
すると，どうしたことでしょう。どこからともなく，変な怪物がいろいろ園の上にあらわれ，さるや，他の動物や遊具 
が，カンカンにいかりました。どうしたことでしょう。5 匹のこざるたちが，1 匹の巨大な大ざるなりました。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



⑤ の裏 
俺は，かけゴリラ，なんでも，バナナにして，食べてやる。 
お客さんが，黄色い光線を浴びて，バナナになってしまってます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



⑥ の裏 
 どうしたの？こわいよ。すずねえちゃん，逃げよう。 
なに，言っているの。ぶんた助けなきゃ。 
どうしたらいいの？何か，どこかにのろいがあるはずよ。 
 とにかく，行ってみるわよ。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



⑦ の裏 
 人が，バナナにされて､食べられそう。どうしよう。あなたの呪いは，なに？ 
おれは，かけゴリラ，おまえ達もバナナに変えて食べてやろう。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



⑧ の裏 
看板が，書いてあるよ。 
ひとふさ 5 本のバナナがある。それが４ふさある。バナナは全部で何本か？ 
 
一ふさ 5 本と言うことは，一つのふさに 5 本バナナがついているということ，１ふさあたり 5 本ずつ，それが､４ふさ分 
だから どうしよう。そうだ、私たちには、秘伝の修行からのなかまがいるわ。〇〇小 2 年〇組のみんな、一緒に考えてね。 
まず、3 段表に書いてみよう。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



⑨ の裏 
 1 当たりの数がわかって、いくつ分がわかる。これは，秘伝かけ算ビームフラッシュがつかえるわ。やってみるわよ，ぶんた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１０の裏 
先生「1 当たりの数は？」 こどもたち「5 本ずつビーム！」と言って腕を上げる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１１の裏 
先生「いくつ分？」 子どもたち「４ふさ分フラッシュ」といって、腕を交差する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１２の裏 
両腕をかけながら、かける かける ハーッ！（で前におしだす） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１３の裏 
ひとふさあたり 5 本かける４ふさ は   ぜんぶで 20 本 と紙芝居を出す。 
子どもたちは、かけわりきで答えを出す。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１４の裏 
のろいがとけ，なんとかけゴリラは小さくなり，光り輝き，5 匹の子猿たちがあらわれました。のろいがとけたのです。「ありがとう，う

きーっ。たすかりました。まだまだ，この先には，呪いにかけられた仲間がいます。助けてください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



１５の裏 
わかったわ。それなら，まず，５のだんののろいをすべてときましょう。プリントをする。一つずつかけわりきで答えを出していく。 
プリントに書く。 
そうだね，５の段を練習しよう。小猿さんも一緒にしよう。 
 
言い方を練習。 
 
プリントの文章題を解いていく。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



あたりすずと いくつぶんたの いろいろ園で大そうどう   
 
双子の兄弟あたりすずさんと いくつぶんたくん。 
 
おなじものやどおりで，秘伝をマスターしたふたり。いろいろ園で，動物たちが大暴走。その裏には，妖怪かけ算

入道のかげが。 
 
どんな大騒動がまっているのか。はじまりはじまり・・・・・・。 
 
 
 


